
感　謝　礼　拝感　謝　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（1月 4 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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　この前の祈祷会で自分のバランスがとれているかと
いうことをたずねられました。その時に、最近の自分
は家と仕事場と教会の往復で、自分の世界が狭く楽し
んでいないということを思わされました。その時に「ど
こか遠くに旅行に行きたい」そう思いましたが、祈祷
会の中で「いつもの風景の中にも神様を感じることが
できる」と言われ、一箇所思いついた場所がありました。
それは通勤途中の山の「雲海」です。本当にその一瞬
ですが、上りから下りになるときに、その雲海の中を
通ります。ちょうど朝日が昇ってきている時間と重な
りなんともすばらしい光景です。「止まってみればきれ
いだろうなあ」と思いつつ、自分はいつもせかせかと
その場所を通りすぎてしまっています。考えてみれば
なんとももったいない話です。少し家を早く出て行け
ばできることですが、その小さなことが結局できず、
神様のすばらしいプレゼントを楽しめていないなあと
思いました。
「 私は知った。人は生きている間に喜び楽しむほか何も
良いことがないのを」（伝 3：12）
何もないと思っても、ふと目線をかえればそこには神
様からのすばらしい贈り物があります。そういうもの
に目を留めて、喜び楽しみたいと思いました。

エレ26章～32章 　水29金31

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
26 章～ 29 章までは偽預言者との論争について書か
れています。26 章はエレミヤによる神殿説教につ
いて。27 章はバビロンの服従することについて。
28 章は偽預言者ハナヌヤとエレミヤの対決につい
て。29章はバビロン捕囚民との交流についてとなっ
ています。29 章の背景としてかなり多くのユダヤ
人が捕囚民としてバビロンへ移されていました。そ
の中には、エホヤキン王とその一族、祭司と預言者
のグループが含まれていました。彼らの内の偽預言
者は、祖国への復帰は近いと預言していました。そ
の報がエレミヤの耳に入ったので、エレミヤは浅薄
な事実無根の楽観論に惑わされないよう手紙を書い
てゲマルヤの手に託したということがあります。そ
の中の本物の預言者であるエレミヤが「バビロン捕
囚は永遠に続くものではなく、わずか 70 年間であ
り、神は希望を与える計画を立てておられるので、
民が求めさえすれば、神を見出すことが出来ること。
そして神は，捕囚地から人々を連れ戻されることを
伝えています。ここからも私たちは神を見て行動し
ているのだろうかそれとも人を見てしているのか。
そのようなことを考えながら読み進めていきましょ
う。
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「神さまの約束」
　今日はクリスマスです。クリスマスはイエス様の
誕生をお祝いする日です。私たちはこのようになっ
てほしいと願いを持って生きていると思います。で
も願いがすべて適うわけではありません。では適わ
ない場合どのような行動に出るでしょうか。私たち
は適わない時、周りが驚くような悪い行動に出てし
まうことがあるのではないでしょうか。
　　
　　イエス様の誕生は

（イザヤ６１：１～３）今日の聖書箇所はイエス様
が生まれる 700 年も前に書かれたところですが、
イエス様がどのような方であることが表されている
言葉です。このような素晴らしい方が生まれた所と
はどのようなところであったのかというと、洞窟の
ような家畜小屋であり、ちょうど時期は雨季にあた
りジメジメしていてとてもこの地上では歓迎されて
いたとは思えない場所で生まれました。そして救い
主の誕生をお祝いしたのはごく限られた人たちでし
た。この家畜小屋に来たのは東方にいる博士（知恵
のある人、考えることができる人）と周りから蔑ま
れて、差別されていた職業であった羊飼いたちでし
た。

　　では私たちはどのように
　　歩むべきでしょうか。

自己中心なまま生きていくのでしょうか。神様は私
たちが先に変わるようにとクリスマスのこの日、イ
エスキリストを誕生させました。私たちの暗闇に希
望の光を照らすためにイエスキリストは最下層とい
われている環境の中で生まれました。この事を踏ま
えて、神様との約束をもう一度考えてみましょう。
神様は私たちを愛しているので救いのためにイエス
キリストをこの地に送られたという事実です。ある
雑誌に「像はなぜ優しいのか」という話しがありま
した。その内容は昔人と像は約束をしていました。
その内容は「像は人のために働くこと、人の生活を
脅かさないことでした。反対に人は像に対して殺さ
ないよ」というお話しです。その最後に像はその約
束を今も守っていると結ばれているのです。しかし
現実の世界では人が使う象牙のため像は殺され続け
ています。神様はすべての被造物を作りました。そ
の一つひとつがその役目や約束を果たしています。
しかし人だけがその役目や約束を果たさずにいるの
ではないでしょうか。クリスマスとは神様が約束を
果たすためにイエスキリストをこの地上に送った日
なのです。

　　①マイナスを十字架に

イエスキリストは私たちのすべてマイナスをプラス
に変えるためにこの地上に来られました。クリスマ
スツリーの飾りは私たちの罪、悲しみ、憂いです。
これをイエスキリストによるならばキラキラ光るプ

ラスへと変えられます。私たちの過去にしてしまっ
たすべてのマイナスがプラスになるそのようなプレ
ゼントが私たちに与えて下さるのです。それはイエ
スキリストが私たちの身代わりとなるために生まれ
たからなのです。今日、私たちのマイナスを素直に
神様の前に差し出していきましょう。

　　②約束を大切に生きる。

私たちは神様としている約束とはなんでしょうか。
それは私たちがいつも喜び、幸せになる約束です。
私たちが喜んでいるためには私たちを造った神様の
元へ行くことです。「大切なきみ」という物語でも
同じように伝えています。主人公は同じ小人たちの
中にいる時は比較、劣等感の中で喜べませんでした。
しかしエリという彫刻家すなわち創造者である神様
の元にいく時にその間違った価値観が変えられ、何
のために生きているのか目的や使命を知れば私たち
の生き方が変わっていくのだというストーリーで
す。私たちを私たちを造った神様のところへいき、
何のため生きているのか、目的を知ることができれ
ば喜びに満ち、幸せに生きていくことができます。

　　③約束のプレゼントをシェアー

シェアーとは隣人へ分けていくことです。私たちの
喜びを一人で終わらせることなく周りの人へ分けて
いきたいのです。それはいつもするべきであると聖
書には書かれています。私たちは今日クリスマスの
本当の意味を知りました。まず私たちがこのプレゼ
ントを受け取りましょう。その後私たちの周りにい
る人が喜べるようにシェアーしていきましょう。今
年のクリスマスは私たちにとっても周りの人にとっ
ても特別なクリスマスとなるために。

神様との約束を成し遂げよう

　誕生日とは生きている人を祝うものですが、なぜ
2000年前に生きた人の誕生をお祝いするのでしょ
うか。「主よ、人の望みの喜びよ」という有名な曲
の歌詞です。「主イエス・キリストこそわたしの喜び。
私はこの方をだきしめる。主は、病と悲しみの中に
ある時に、私にいのちをくださる。イエス・キリス
トは私を愛し、ご自身のいのちを与えて下さった。
どんな時もイエス・キリストから離れることは無
い。」この歌詞のように神様の愛が私たちを包んで
くださるからこそ、私たちは約束を果たしていこう
と思います。私たちの与えて下さった喜びを失うこ
となく私たちの目的を果たしていきましょう。
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連絡事項
・12月 30 日（火）はふるさと創生プロジェクト
のお餅つきです。本日、午後もトラクト配布な
どへ行きます。たくさんの方々が来られます。
当日のお手伝いできる方大募集中です。お声か
けをよろしくお願い致します。


